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〔1〕 緒

　　　　　　　 中　　　　江

（財團法入野 口研究 所 　高田研究室）

言

正

　　ノ
我國ぱ 古來 よ り水産業が發達 しそ の漁撈按術 、漁獲高に 於て世界に 冠だ る もの が あ る 。 然ぢに 水

　　勳 を工 業を對概 して 考聡 れた もの 少 く僅か に 北方海域唹 ける蟹工燃 1ヒ鮮 の ・ イ ッ シ ュ ミ

　　ール プ ラ ン ト 、 罐詰製造 ある に 過 ぎす 、 肝油 、 鰹節 、 蒲鉾等に して も家内工 業の 域 を脚Llない 現 獣
’

　　で近年僅 う・に 海藻工業 （ヨ ー ド 、ア ル ギ ン 酸）あ 工 場設立 あ る を聞 くに すぎない
。

　　　當耕究 室に て數年前よ り北鮮に饒産する魍の 食糧化を志 し鹽酸處理 法に 依 る これ が食糧工 業の 確

、 立挫 亂 胤 ど舷 し得た の で 近 く工業イ匕す る こ と 壕 っ 罵 私 は ・ れ と麟 し て 種 ・ の 水動

　　の これ が生化擧工 業 へ の 利用 eaet として 研究 を行ふ ぺ く先づ フ燐 動物39種額 に 離
て そ の主要成分

　　で ある 肉蛋白質 の 窒素形態 を 、 夏 に 榮養擧的 に 重要 な合硫 ア ミ ノ 酸の定量を行 つ た 。

　　　合硫 ア ミ ノ酸と して は シ ス テ 、イ ：
1 シ ス チ ン

、 メ チ オ ニ ン で あるsh1
．
最近 HARN

，　JONES，　RINGEL
　 　 　 　 （2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し

　　諸 氏 に 依 り羊毛を 2 ％炭酸曹達で 1時間煮沸 した後鹽酸分解 を行 つ た ア ミ ノ 酸混合物 よ りi種の チ

　　 オ ェ
ーテ ル を分離 し そ の 性質 を 試驗し 疫結果 β7Amino

一
β
一carboxye 出yl　sulfide な る合硫 ア ミ ノ酸

　　で あ る こ とを確め t れ に ラ ン チ オ ニ ン （Lanthionine）と命 名した 。 そ の 後 こ れ に 關する研究が 績行

　　さ れ て ゐな が未だ その 生理 作用 も詳で ない の で 茲で は シ ス チ ン
、 ノ チ オ ニ ン に 就て の み定量を行 つ

　　 た o

〔II〕 弑斛肉蛋白質の 調製

　市販水産動物39種類を購 入 し可食部 （頭 、 鰭 、内臓、骨、鱗 を除 去せ る 肉質部） と不 可食部に分

割 し
‘
各 々 の 重彙 を測定 した 後 、 可 食部を細斷 、 磨癌 した もの iCメ 汐 ノ ール を 与州 10倍量 加 へ 2〜3時

閥振盪を行 ふ操作を メ タ ノール を取 りか へ て 3卍 5 回反復 し更 に エ
ーテ ル を5卍 10倍量加 へ 1司樣振皺

操作を エ ー テ ル を取 りか へ 2・v4 回行 つ た後 工
一テ ル を除 去後眞室 デ シ ケータ ー中に て 乾燥 し廣 ロ瓶

に 貯 へ 七肉蛋白質試料 とした 。

〔III〕 實 驗 方 法

（D 　可食 部と不可食部 の 百分卒

試料全重量 に對 する可盒部 、不可食部の 百分率 を求めノζ。

（2 ）　シ ス チ ン   定量
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．　 　　 　　 　　 　　 　 （3♪

　奧田氏の 沃素法に 依つ た o

　（3 ）　」
”
f オ ニ ン の 定量

B。跚 。、、。 氏は 沃化 ． チ ル b回收 を基殲 した 勲 質の ． チ ・ ：＝ン 糧 法を蝶 した識 に

SCHWAPPACH
，
　 VIES   K 兩 氏の メ ト オ チ シ ル 基 ¢ ）測定法 を攻 良 した CLARK 氏法を應 用 し て メ チ オ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5）　　　　　　 　　 　
・ ン の 測定を行つ た th“．　 e の 方法は 前法 よ 旺 峰で 騨 で あ るの で私 は この 方法｝礁 つ た ・

‘

．
（4） 窒 素 0 形 態 　 　 　 　 　 　

一一
　 　

¶

　試料肉蛋 自質を 36％ 鹽酸で 20時間加水分解 し て VAN 　SLYKE氏法で 窒素 7）形態 を試驗 し た 。

　　　　　　　Civ〕 實 驗 結
．「

果
’

　　　
．
　　

’

前；丞の 方法で 市販水産動 物を試驗 した結果は 次 め如 くで あ る ・

試儲 號
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　ほ「ら．　　　　　 （ほ：ら族）
　 ：
　か ます 　　　　　同上

に ざ　
’
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　か は に ぎ　 〔癒顎族堅皮類）
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以 上の 如 く魚類一；
“は ハ

．
モ が可食部が 最多で 1・ピ ウ ラ が最 も少 い 。 最 も可食部の 多い め鯛 足類の

タ ・ ・紡 で 少い の 雌 足類ρ
・ ・ マ グ リで b’Dfa類で 壁 均 可餓 523％不可餬 弸 ％ で あ 恥

　　　　　　　　　 　　　　 、　 、

　　　　　　　　　第．2 表 　　肉蛋 白質牧量 、灰分 、 全窒素及 びそ の 窒素形態

　　　　　　 　　　 無水 蛋 白

　 試料番 號　 ・　　 質 攻 量

・・ 鮖
ド 騨eg　pt・

　 1　　tゴ　ノ　ミ！ 口　　　　　　　　　　9．29　　　　4．35

　 2 　 ハ モ 　 　 　 　 　 　 13，08 　 3．41

　3 　フ ナ 　 　 　 　 　 　 15．24 　 2、82
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’
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15　　ス マ 　　　　　　　　　　　　　19．37　　　1．76

16　7 カ ア マ ダ ヒ 　　　 　9，30　　 2．32
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18 　サ グ ラ 　 　 　 　 　 2Ll1 　 2．25

19　　ホ ソ サ バ ・　　　　　　　 16．36　　　1．66

20　 rテ
」
カ メ キ ン

ノ
｝ キ　　　19．17　　 3．39

21 　プ リ 　 　
ー一　 　 ．29・15 　 2．04

22　　イ ミノ タ
喝

匕　　　　　　　　16．17　　　2．19

23 　ア ィ ゴ 　 　
’
　 　 ILII 　 29 三

　 無水 蛋 白質中％
一 、

素窒全

  ．
脚

脳

晒

刪

螂

姻

印

枷

魁
矚

跏

 

跏

跏

卿

卿

田

聯

嬲

讎

硼

晒

抵

臨

慮

臥

抵

抵

抵

瓢

抵

風

臥

恩

抵．
風

臨

孟

鳳

臨

抵

億

瓢

紙

紙

瀦鑵

　　　　 無水 蛋白全 窒素中％
1
一

一 一

　性窒素

　 14．625　　　97．03

　 16．442 　　　98 ．98

　 15，260　　　95．57

　 15．787　　
’
・99．73

　 15．462 　　　97 ．10

　 14．634　　　94．23

　 15．894　　　96．45

　 14．994　　・　95．42

　 16，502　　　99．29

　 14．900　　　　99．43

　 15．529　　　97．88

　 15．670　　　98．36

　 15．454　　　 98．95

　 14。39Q　　　97．05

　 15．821　　　91，57

　 16．057　　　 94．47

　15・995　　　97・15

　 15．652　　　96，34

，　 15．207　　　96r97

　 15．421　　　 97．52

　 15．000　　　97。52
1
　 15．114　　　96．84
　　　　　　　1

　 16。328　　　97．05

可 溶性．ア ソ モ

　　　　ニ ア 窒
窒　素　素

　 　 　 　 フ ミ ソ 　 ヂ ア 　 モ ノ ア

　　　　　　　　ミ ノ　　 ミ ノ 窒
　　　 窒　素　窒素　 素

7．17　　　0．41　　　32 ．35　
齟
　56．84

7．44 　、　O．13　亀2L97 　　65，77

6．95　　　0．32−　　 24．57　　　69．49

5．36　　　0．05　　　24．63　　　62．87
． 8，03　　　　　　　　　　 27．51　　　 64．10

7．81　　 0．41　　28．82 　　61．14

7．57　　　0．04　　　2Z39 　　　67．70

6．96　　　0．88　　　 19．46　　　72．93

6．35　　　0．63　　　24．63　　、6フ．59

7．85　　　0」夏7　　　17．83　　　74 ．15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

7．86　　　0．0フ　　　24．24　　　・66．97

7．49　　　0．37　　　21，13　　　70．83
7．79　　　0．23　　　33．74　　　57．54

8．01　　　Q．10　　　21．70　　　65．30

x8 ．48　　 0．07　　 27．84　　 6L52
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

8．00　　　0．17　　　26．64　　
−65．18

7．46　　　0．25　　　24．53　　　63．98

8．01　　　0，09 　　　25，20　　　64曾33

7．34　　　0．13　　　26 ．85　　　67 ．52

6．98　　　0．4ξ5　　　22．35　　　60．07

8，29　　　  ．07 　　　21．09　　　55．58

　7，10　　　0．06　　　28．45　　　61．22

5．53　　　0．55　　　24．09　　　69．85

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

554 （中江） 水 産動 物肉 蛋 白質の 窒素形態 ご含硫 ア ミ ノ酸

％

お

％．

卸

28

卸

3。

訓

η

33

鈎
．
詬

363

，

、
38

錚

ヨ 　ワ ヒ メ バ ル

ク ロ ソ イ

コ チ

．
フ『 ナ メ　

．

卅 ラ
．

．
ア カ カ マ ス

三 ザ

カ コ ガ キ デ U

ミ ソ マ ナ コ ぜ

　 　 　 　 　 　
’へ

丶」
ウ マ ソ ラ ハ ギ

ス ズ メ タ ヒ

カ フ イ カ

ア γ ナ ガ タ コ

シ バ エ ビ

〃 ル マ エ ビ

ハ マ グ リ

12．31

婚！50

．27 ．3515

．6716

．5215

．43．

19．3514

．50

14．4116

．04

　 5．59

　 6．6413

．5114

．29

3．68　　　 15．307

4．09　　　 16．10？

2．88　　　15，387

1．99　　　 15．ア21

L94 　　　15．825

252 　　　16．185

3．91　　　 15．397

3．53　　　14。786

2．94　　　15，2
「
4

2．07　　　且4．785

2 」88　　　　15．863

210 　　　．14曾ラ79

283　　　15．00！

4．73　　　
．14，992

4．49　　　三4．278
　 　 　 ロ

5．04　　　 15．724

15．125　　　98．81　　　＆ 41

15．725　　　97．62 　　　6．83

14，898　　　96．82　　　7．87

1ら．508　　
L98

．16　　　7．67

15，109　　　95．48 　　　8．25

15．744　　　97．28 　　　8、34

15．205　　　98．75　　　5．39
．
14r221　　　96，18　　　7、15

14・890 　 97・36
）

6・CO

14，107　　　95．42 　　　4，16

玉5．247　　　96 ．12　　　7ρ4
．／
14．2QO　　　95 σ8　　　6、74

14．365　　　95，76　　　5β4
　　　　　　　　　，
14．074　　

1．93 ．87 　　　9．13、

13．653　　　95．59　　　7．04

15．〇三〇　　　95．718　　　．5．97

　

　

　

　

　

　

壷

側

湖

”

餌

研

訓

層
册

瀞

溺

調

σ

28

創

袈

』β

000000000000000022．8正

19β626

．6522

．2333

．69

，25 ．762L4222

．2925

．1022

．70
−−19．9423

；5920

．78

’ 26．54

　 25．46

　 2L83

68．4673

，6359

．6964

：856LlI
．

61 ．39
．

65．816L8767D96L3863

．15．

67 ，8460

．9460

．塩258

・7559

．92

以 ゆ 如 く魚類で は 肉蛋嶺 の 收量の 最高は ブ リで 約 29％ ・ 最働 勉
・ タ ビ ．7 ・」 の 7 °／blで あ

る ・ 窒素：の 形態観 那 盗 素噸 ん 舒 定で 糸勺15％前後 で あ り36％鹽醐 ∫1盤 鑛 は ぷ勺97％ ・
モ

ノ ア ミ ノ窒 素が 60 − 70％で最高 、 次 惑は ヂ ア ミ ノ ー窒素で 20− 30％ 、
ア ン b ア 及 フ i ン 7i錬 は

何れ も少 く大 體 同樣な窒素形態 を示 して ゐ る 。 　　　．　　　　　 ．．　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　第 3 表 鞠 蛋韻 中の シ ス f一ン
、 メ チ オ ＝ ン 含俄

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （無水 蛋白質中 ％）
　　　　　　　　　　　　　　　 管

料
號
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　 　 　 　 　 　 　 シ ス
魚 　 名

　 　 　 　 　 　 　 チ ソ

コ ノ シ 面　　　　0．874

ハ モ 　　 　　 　 　　0．613

フ ナ 　　　　　0．725

ア カ シ タ ビ ラ メ LI68

マ ti力
噸
L／ P　　　　O．565

サ ソ マ

』
　　 0．718

下 ヒrウ チ 　 　 　 0．694

ア ヂ 　　 　 　　 　1．244

イ・サ ギ　　　　　　O．98Q
／f　ト　ヨ 　リ　．　　　　．O．768

マ タ
・

ヒ　　　　　　　　0．586

タ チ ゥ　チ　　　　　　　1．174

ユ ベ 　　　　　　　O．689

マ ナ カ  ン チ　　　　
「
0．697

ス マ 　 　　 　　 　　O．723

ア カ ア マ ダ ヒ 　．0．697

Y カ rF キ　　　　　　O．555

メ 千 ナ　シ ス 竃
チ ソ 十 、．

ニ ソ 　　 メ チ ナ ニ ソ

3，145　　　　4．016

11．154　　　1L767

3．426　　　4．151

1．984　　　3．152

3．6？2　　　4．237

8，724　　　9．452

5．141　　　5．835　・

2256 　　　3．50D

4．959　　　5939

2．345　　　3．108

2．478　　　3．064

5．848　　　7，022

0．897　　　1。586

10、594
．
　　11．291

3，294　　 4．e17

4．949　　　
’5．646

3．654　　　4．209

響
F
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勿

囂

耄
・・
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既

器
餽

　 　 　 　 　 　 　 　 シ ス

　 魚 　 名
　 　 　 　 　 　 　 　

・
ヂ ソ

サ リ ラ’　　
． ．1・OO8

ホ ゾ サ バ 　 　 　 O．903
｛
チ カ メ キ ソ 1・9を・−O．643

プ リ　　 　　 　　 　O．997

イ シ ダ ヒ 　 　 　 0643

ア イ ゴ 　　　　　　　1216

ヨ ロ ヒ メ バ ル 　 0。875

ク　ロ ソ イ　　　　　　O．639

コ チ 　 　 　 　 　 　 0β64

ア イ ナ メ 　 　 　 D ．？73

ボ ラ　　　　　　 O．542

ア カ カ マ ス 　 　 O．895

ニ ザ ．　 　 　 0．761

’
カ ザ カ キ ダ ヒ 　 ．O．661

ミ　ソ マ ナ コ セr　　qrgg2
ウ Y ヅ ラ ハ ギ 　 O．745

ス ズ メ ダ ヒ　 　 O．499
　　　　　 L

メ チ す 　シ ス
．
チ ゾ 十

ニ ン
ノ

　　 メ チ ナ ニ ン
！

’
　2．036　　　3．094

14．585　　　15。488

　5β70
’
　　6rO13　、

　 4．g　14　　　5．911

　 1．027 ．
　　 1．670

　 5．317　　　6、533

　0．686　　　　1e56f　’
．
6．Ol9　　．6．658

　 6203 　　　6．567

　9．72t　　 IO．501

　6．8QO　 7S42

　 3，429　　　4．324

14．724　　　15．485

　 0．aOQ　　　丶L461

　 2．715　　　3．777

　 1．229　　　　1．974

　2．748　　　3．247
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35 　 ヵ フ ィ ヵ 　 　 　 0．710　 　1．562

36　　　ア ミノ ナ カ゚ タ
ー
ゴ 　　　0．515　　　1．739

37　　　e」！バ エ ビ　　　　　　α476・　　 ZO78

夢

2272 　　　　　　　　 38　　　ク ル r
マ ェ ど 　　　　　α817

2．252　　　　　 、　 39　　　ノ、マ ク
い
り　　　　　 0，329

2．554
　 　 　 5

555

1。147　　　1．964

1．660 　　　 1．989

　斯 くの 如 く魚類で は シ ス チ ン 含量の 最高は マ ア デの 1．24％ で最 低は O．364％の コ チ で ある
L、メ チ

．オ
ニン 含有量の最高は ニザ の 14724％ で 最低は ヨ ロ ヒ メ バ ル の O．686％ で ある

・
。 こ れ ら榮養上必

須の 含硫 ア ミ ノ 酸で あ る シ ス チ ン は 生黌内で メ チ 才 ＝ン を以 て代 用し得 る と云は れ 蓉か ら これ らの

．

榮養價 も シ ス チ ン と メ チ オ ＝ ン の 合計を見る と最 も多v｛の は サ ワ ラの 15n88 ％で その 含有量 10％

を超 へ る もの に サ ワ ラの 外、ハ モ
、

マ ナ ガ ツ テ
、 サ バ

、
ア イ ナ メ

、
ニ ザ等 の 赤身の 魚類で あ る こ と

は 興味あ る 點で 一脚 こ 白身と 云 ；a−t’Lる 高價な もの に は 少 い
。

　　　　　　　〔V 〕 總　
▼
　

’
　 括

　　 以 ヒの 實驗結果 を總括す る と

　　
／
（1） 可飾 と祠 飾 の 船 は 供試緬 で 獣 髓 ・喰 脚 獅 ゆ とイ・喰 蔀の 蜘 勧 銅

　 數で あ つ た が その 胃分率の 爭均 を求 め て 見る と可 食 部 52，3％、不 可食部 47．7％で あ つ た 。

　　 （2 ） 可食部よ りの 肉蚕 白質收量は 雫均 15％ 程度で 魚め種 類 τ よ り多少異 つ て ゐる 。

　　 （3）
』
肉蛋 白質の 全窒素礒大體 14〜15％ で 鹽酸匪窒素は 全窒素¢ F約 979／e 前後で ある 。 窒素形

　 態を見る に ア ン モ ニ ア ・ フ E．
ン 窒素は 少 く魚類別に 上ぐた差 は認めちれ なう・つ た 。 大髓 モ ン ァ ミ ノ

　
ー窒素が ．6D〜7侮彡 で 材立を占 め次 は ヂ ア 1 ノ 窒素 の 20〜3D％で あ

’
っ た 。 　　

’
■
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

s

　　 （4 ）　 シ ス チ ン 含有量は 魚類で は 和騰 0．7％ 前後で 斧健類は少 が つ た 。

　　 （5 ） ・ チ a− ＝ ン 含縦 は 魚驫 こ よ り非常な差が 劫 シ ス チ ン 饑 の 大鱧 淀 して ゐる に對 し興

　 味あ る こ とで 尚 シ ス チ ン
、 メ チ オ ニ レ の 含計含量を見る と白身の 魚に 少 く赤身に 多 い 。
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